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事前対策
１．ハウス等の施設は、固定ひも、パイプ、杭、針金な

どを点検し、必要に応じて交換、補強、しめなおしを
行います。同時にハウスネット等を使用して、天井ビ
ニールを抑えます。内張の遮光素材、カーテン等は外
すか、束ねて固定しておきます。

２．電照施設の電球は取り外しておきます。また、オイ
ルタンクの固定と防油堤、送油管の状態を確認します。

３．生育初期や草丈の低いものは、防風ネットや寒冷紗
などで被覆し、草丈の高いものは、支柱の補強、防風ネッ
ト等で倒伏、茎葉の破損を防ぎます。

４．豪雨を伴う場合に備えて、圃場内外の排水溝を整備し、
育苗中のもので移動可能なものは屋内に持ち込んでお
きます。
事後対策
１．直ちに防風ネットや寒冷紗等を除去し、ハウスの換

気を行います。

１、品種　　　くりゆたか

２、圃場準備　排水対策を徹底し、畦幅は３～４ｍの高
畦ベットを作る。
施肥量（ｋｇ）
10a 当り N P K

基肥 12 ～ 15 20 ～ 25 12 ～ 15

追肥 3 3 3

合計 15 ～ 18 23 ～ 28 15 ～ 18

　　　　　　　 
３、播種  　　　８月上旬～中旬に直播又は、セルトレー・

ポットに播種する。
播種量は１０ａ当り１本仕立て１０００
粒、２本仕立て５００粒必要。

４、定植　　　１本仕立ては株間３０ｃｍ、２本仕立て
は株間７０cm で、植穴処理を行い定植。
活着するまでは潅水する。

５、整枝　　　一本仕立て

野
菜 抑制カボチャ栽培

山下　伸一
下島営農指導センター
080-1729-1630

野　菜

２．浸水、灌水した圃場では、すみやか
に排水を行うとともに、茎葉に付着し
た泥土は乾燥する前に洗浄します。

３．倒伏したもの、根元のゆるんだも
の、根の露出したものは支柱を立て直
し、草勢の回復を図るため土寄せを行
います。また、マルチフィルムを被覆
している圃場では、根の湿害防止のた
めマルチを除去して土壌の乾燥を促し
ます。

４．施設の破損や、圃場の決壊、土砂の流入等の修復を
早急に行います。

５．病害の多発が考えられますので、適切な薬剤を予防
散布します。

６．今後、収穫出荷するものは選別を徹底します。
７．回復の見込みのないものについては、すぐに代替作

物の準備をします。

花
卉

台風対策 田中　眞理恵
果樹園芸課　花卉指
導係
080-1729-1627

花　卉

　　　　　　　　主枝が６０ｃｍ位伸びた頃わき芽を除
き、風等で動かないように主枝を等間隔
に杭や棒等で真直ぐ固定する。着果位置
は、９～１２節程度で、株元から７０～
１００ｃｍの長さに着果させる。

　　　　　　　二本仕立て
　　　　　　　　本葉が４～６枚残し摘芯する。子づる

が１５～２０㎝ほど伸長したら、良好な
つるを２本残し他はかぎとる。後の管理
は１本仕立てに準ずる。

６、交配　　　９月上旬～下旬にミツバチ等や雄花を利
用した人工交配により必ず着果させる。

７、追肥　　　着果確認後にソフトボール大の大きさに
なった頃、速効性肥料を施用する。中耕
と除草を兼ねて蔓が１ｍほど伸びた時に
待ち肥を行う。

８、収穫　　　着果後４５～５０日前後で収穫。

９、病害虫　　アブラムシ、オンシツコナジラミ、ハモ
グリバエ、うどんこ病等が発生する為早
めの防除を行う。
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収穫までの水管理落水期の延長
　米の登熟や品質向上を図るためには根
の活力維持が大切です。そのためには、
間断潅水による水管理と適期落水が大き
く影響します。落水は収穫に支障のない
限り遅らせてください。（収穫前５日～
７日程度）
収穫・乾燥調整
　収穫適期は籾黄化率が 85%になつた頃
です。収穫が早いと青未熟、収穫が遅れ

ると茶米等の発生要因となります。
　刈り取り作業は、つゆがなくなつた頃から始めるのが
もつとも効率が良く、傷籾の発生も少なくなります。暑
い時期の収穫作業ですので、生籾で長時間放置しますと
ムレ米が発生します。収穫後は速やかに通風乾燥を行つ
てください。
高温乾燥は胴割れや砕米の要因となりますので、機種に
あつた温度設定で行いましよう。
かけ干しの場合は期間を３～４日とし、適正玄米水分

15%～ 16 %で早めに脱穀してください。
　玄米仕上げ水分は 15 %を目標としてください。過乾燥
や高水分は品質食味を落としますので充分注意してくだ
さい。入念な調整作業を行い、整粒歩合（80% 目標）を
高めましよう。
早期水稲の出穂期以降の防除について (農薬の安全使用 )
　早期水稲は出穂期（ほ場全体の 5 割が出穂した日）か
ら約 30 日で収穫を迎えます。出穂期以降 2 回の本田防除
をします。薬剤散布の際には、ラベルの表示事項を良く
読んで（遵守し）使用しましよう。
●使用作物・適用病害虫
●使用量及び希釈倍数
●使用期限（収穫前０日）
●総使用回数（使用する農薬の使用回数と合まれる成分
使用回数）
※農薬散布の際には、飛散防止に心掛けて下さい。
　できるだけ風のない日・時間を選んで。
　ほ場の縁では内側に向かつて。

水
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　今月になると梅雨明けとなり、気温の上昇と降雨量の
少ない時期となります。
　早期摘果の実施やマルチ被覆、病害虫の適期防除をし
て高品質ミカン作りに取り組みましょう。
１、病害虫防除

対象品種 対象病害虫 使用農薬名 希釈倍率 備考

温州・中晩柑

黒点病
エムダイ

ファー水和剤
600 倍

混用散布アザミウマ類
モスピラン
（ＳＬ）

4,000 倍ゴマダラカミ
キリ

ミカンハダニ
( 発生時 )

バロックフロ
アブル

2,000 倍
卵、幼若虫

対象

※１　ハーベストオイルを６月に散布していない園地は
「ハーベストオイル９７％　２００倍」で７月上旬
までに散布をお願いします。

※２　ダニ剤については、担当地区の指導員にご相談く
ださい。

２、施肥
栽培タイプ 品種名 肥料名

施肥量
10 ａ当り

施肥時期

通常タイプ デコポン
熊本デコポ
ン８- ３- ３

２俵 ７月中旬

省力化タイプ
デコポン

アグリロン
グ２８号

６俵 ７月上旬

清見、河内晩柑、 
甘夏、パール柑

アグリロン
グ２８号

６俵 ７月上旬

３、温州ミカンにおけるタイベック被覆
　品質向上を目的として実施をお願いします。

品種名 マルチ被覆時期

肥のあかり・豊福 ６月下旬

肥のあけぼの・早生 ７月上旬

南柑・興津 ７月中旬

青島 ７月下旬

台風対策
　台風シーズンを迎えるにあたり、適切な対策を行って
ください。
　露地では、若木などの倒伏が予想されますので、支柱
や添え木を実施してください。
　また、かいよう病に弱い甘夏、河内晩柑等は、予防の
ためコサイド３０００を 2,000 倍にクレフノン 200 倍を
加用して事前に散布を行ってください。
　ビニール被覆されている施設では早急に除去し、ネッ
トや施設等の点検、補強又は除去を行いましょう。また、
枝折れ等の被害が心配されますので、最小限にするため
枝吊りを徹底して行いましょう。

果
樹 ７月の柑橘園管理

山下　俊二
下島営農指導センター
080-1729-1632

果　樹

8


